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温篭法による産婦のストレス緩和に関する 検 討

0 前田隆チ 三 原まり 福井英ifi: (鳥取 大学医自慢疲術短期大学部 )

川上澄 筏 {鳥取大学医 学部附 属 病院)

分 娩には 子宮駅 績による終痛が伴う .他の終 繍と 同じく、 感情によって伝達や知

覚が彫轡 され る . 量5響婆図として弛緩・呼吸法 の学 習 、分 娩に対する理解、不安・

恐怖および疲労等が知ら れている .すなわち妊娠・分娩は 動物におりる子孫存続 の

ための生理的な現 象であるが、産婦は ストレス状態におかれている. また、肥満等

分 娩 せん延の要因 も地加し、少産傾向にあ って、生涯で 経験する数少ない出産が安

全で、かつ安 楽に経過するための t援助は重要 である.そのた めに精神予防性無痛 分

娩 、 水中出産等織々なストレス軽減法が試み られている . 本報 告で は 、 分娩時に産

鍋のストレスの 緩和を 目的に温 電 法を実 httiし.検討した.

1 .対 畿と 方法 :鳥取大学医学部附属病院で分娩 した産 婦 中、無作 為に、温.法

を実施した産 婦 (以下、 電 法群と 略 す) 6名、通常の緩助のみを実 Bきした 産婦 (以

下、~~ 11法群と 略す ) 4名を対象と した . 分 娩時m助は、腹筋マ ッ サージ、呼吸と
弛緩の声かけおよび音 楽を 流すなど従来行なってい る緩 助に加え、 ~ 法 酵では 子宮

口 6- 7cII 聞大時から 55"'cの温..法 を第 10- 12 胸筒 、 ~l 腰簡の周辺に当てた .

1 )分 娩開始 前の基 礎的ストレスお よび特性不安

基礎的ス ト レスは妊産 婦健康管理調査 表。，から銭 粋 し、①子供の出生を 望ん でい

る ② 妊娠後の体調 ③つわりの強弱 ⑨分娩への不安 ⑤子 育ての不安について

各 11 3段 階の選択肢を設け、点数化した .また 、 日本館 版 STAJ3)を使用し、特性不

安、即ら不安に 対する反応傾向を調査 した.これらの調査は 、妊娠 37週以降の妊婦

検鯵時に実施した.

2 )分 娩 時ストレス 度測定

( l )マイ クロパイプレ ーシ ョン{以下 、 MVと 略 す) :母 抱丘に伝動ピックアップ

(日本光 電製.1H-3T ) を装着 し、 得られた IAVを フーリエ 解析によりパワ ー スペク

トラムを作成し 、 α波 (8-13Hz) と 0波 (4-11Hz)のそ れぞれの積分値の比を求めた

(2 )ストレス ・スコア:声 、 体動 .表 情 、 態度 、発汗について 観察 し た {表 1

2 .結 果および考察 ft 1 λトレλ ・スコ7

司E法鮮の 6名は 、 年令 24-32 才、初産婦舗を~:>71 0 2 3  

声 IR化なし うめ毒 縄みに関する発信 叫ぴ

3名と 経産婦 3名、在胎週数 38-41遡 であ
体動 直化なレ 害すり 悶A の吋ぞり

った . 非 篭 法鮮の 4名は年 令 27......， 37才、初費情
伺やか やや不lJ 不l! 強い不l!

産婦 2名と経産 婦 2名 、在 胎週数 37-39遡態度 怜静 需品総事求める 興奮 支符に従わない反統的いらいら診療の抱画 書b~たてる

であった . 分娩所要時間は、零法群で 4
Jt汗 似し 少量 中晦昆 ，量

時間 43分から 11 時間であり、非~法書草 では 7 時間から 1911寺 附であった . 新生児はい

ずれもア ブ ガ ー・スコア 8点以 上で正常であった.

分娩開始前の基 礎的ストレスの調査結巣 は、体調と不安の項目に訴えがみられた
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が、全 例 の点差は 3点以内で、大差は認められなかった .

STAIによる不安に対する反応 傾 向の調査では 、 全例でストレス感受 性が弱 かった.

こ れらのこと から緩助 実 施前における各準例 に、特 殊な彫響 因 子 は少 ないと考え た.

分娩経過に伴 う MVによる α/θ 比の変化は、~法群では、温自E 法開始後. 陣痛強

度が t曾強しているにもかかわらず全例で 20.......43分後に 上昇し、よ非 {置の平均:tS 0は

1 2 . 96 土 6.45であった . その後 10-30分で低値にもどった . 経過の l例を図 1 に 示

し た . ~ド 電法群 の a / 8で も全例で変動 がみられたが、 録低{直と I!l高値の差 li2. 30 

士 1.02で あり 、 電 法併の 上 昇値との聞に有意な差が認められた (p く O.05) (図 2

• MVで求めた α/8比は上昇するほど不安・緊張が緩和されたことを 示 しており

MVによるストレスの械定には、 郷 久ら.)の 報 告 がある .リードは不安 がある と 緊

張が生じ 、惨調を 乱し焦繍 t首強 15

につなが ることを報 告している

. 温篭法が分娩時のストレス緩

和に何らかの効果を発御すると

考える .

ストレス ・スコアで鋭事実した

結巣は、いずれの群でも分娩の

進行に伴っ て 4--7上 界し、中 5

には途中で 1- 2減少した症例

もみられたが、両 癖 のスコア変

化に差はみら れな かった . 産痛
し

は、分 娩第 l期では 子宮 筋の i段 。
縞 と 頚管の開大が原因で、周回

組織と 繍経終 末の圧迫が起こり

織み刺激となって交感神経静

か ら 第 10絢髄~第 1腰儲の後恨

を縫て脊 筒 、大脳に遣する . 腰部 の温 篭 法では、直接的

買

温11法実施
30 60 (分)

図 J.分娩室入室から分娩までの緩過の 1例
註 ・:α/θX:ストレス・スコア
0:子宮口問大 (c国)

な終痛 緩和の効果がある とはいえ なか った.

温~法は、不安・緊張の高度な事例の分娩時ではスト

レス緩相に効果があると考えら れる . 効果は短時間であ

るが、分 娩監視装置 の装 着中 でも 実施 可能であり、さら

に検討が必 要であ る .
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